
平成２２年度

全国学力・学習状況調査の結果

倉吉市教育委員会

【児童・生徒質問紙調査の結果】

平成１９年度から３年間実施した全国学力・学習状況調査から、学力と

学習・生活状況には深い関係があることが明らかになってきました。

「基本的な生活習慣」の定着や「家庭での学習環境」づくりなど、家庭

のルールとして、子どもの健やかな成長のために過程で取り組むことの目

安として「倉吉の子育て十か条」を作成しました。

この十か条と関連づけて、質問紙調査の結果を集約したものです。

【表の見方について】

平成 19 年度と平成 22 年度の質問

紙調査において、それぞれの質問項目

に回答した児童・生徒の割合を示す。

平成 19 年度に小学校６年生だった

児童が、中学校３年生として本調査を

受けていることになる。

· の矢印の部分が、同一集団の結

果の推移を示している。

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 倉吉市

鳥取県 鳥取県

全　国 全　国

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 倉吉市

鳥取県 鳥取県

全　国 全　国



Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 38.6 倉吉市 45.1

鳥取県 36.5 鳥取県 39.5

全　国 34.4 全　国 36.8

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 17.9 倉吉市 20.2

鳥取県 19.7 鳥取県 23.1

全　国 31.7 全　国 34.3

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 88.2 倉吉市 87.5

鳥取県 86.9 鳥取県 88.7

全　国 82.5 全　国 83.7

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 29.0 倉吉市 30.3

鳥取県 31.6 鳥取県 31.6

全　国 29.8 全　国 32.4

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 94.4 倉吉市 93.3

鳥取県 93.3 鳥取県 94.1

全　国 91.6 全　国 92.2

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 73.3 倉吉市 74.6

鳥取県 69.9 鳥取県 71.4

全　国 60.1 全　国 62.6

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 96.5 倉吉市 95.5

鳥取県 96.3 鳥取県 96.9

全　国 95.2 全　国 96.4

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 95.7 倉吉市 96.3

鳥取県 93.7 鳥取県 94.6

全　国 91.6 全　国 93.3

毎日、６時３０分までに起きる 毎日、夜１１時までに寝る

毎日、７時間以上睡眠する 朝食は毎日食べる

○「睡眠時間」、「朝食を食べる習慣」は概ね定着している状況である。

特に「毎日、朝食を食べる」と回答した児童生徒の平均正答率は、「食べない」と回

答した児童生徒の平均正答率と比較して10ポイント以上高い結果であった。

▼「６時30分前に起きる」との回答では、小学校６年生の時（Ｈ19）は約40％近くであ

ったものが、中学校３年生（Ｈ22）では約20％に半減。全国的には大きな割合の変化

がないことから、今後の検討課題と言える。



Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 90.9 倉吉市 90.6

鳥取県 90.4 鳥取県 92.1

全　国 88.6 全　国 89.9

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 75.9 倉吉市 83.0

鳥取県 82.4 鳥取県 84.9

全　国 82.4 全　国 83.9

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 69.6 倉吉市 67.4

鳥取県 73.9 鳥取県 74.2

全　国 71.3 全　国 73.0

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 68.4 倉吉市 70.5

鳥取県 71.9 鳥取県 73.5

全　国 67.9 全　国 68.8

近所の人にあいさつをする

読書が好き

○同じ中学校３年生で比較すると以下

のとおりであり、年度を経るにつれ

良い反応になっている。

《近所の人にあいさつをする》

Ｈ１９ ７５．９

Ｈ２０ ７９．７

Ｈ２１ ８１．５

Ｈ２２ ８３．０

また、平均正答率も「あいさつをす

る」と回答した生徒の方が10ポイン

ト以上高くなっている。

▼「読書を全くしない」との回答が、小

学校６年生の時（Ｈ19）は約18％だっ

たものが、中学校３年生（Ｈ22）では

約35％とほぼ倍増。

「図書館に行かない」と回答した中学

校３年生が７割も超える現状にあり、

これらの点は今後の検討課題である。

（ただし、全国の回答状況よりは良い

結果ではある）

特に「国語」の平均正答率については、

「読書が好き」と回答した児童の方が

10ポイント程度高くなっている。



Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 65.7 倉吉市 69.2

鳥取県 69.0 鳥取県 75.0

全　国 68.4 全　国 74.2

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 63.4 倉吉市 62.7

鳥取県 57.7 鳥取県 63.8

全　国 57.8 全　国 63.7

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 71.3 倉吉市 75.4

鳥取県 75.9 鳥取県 82.4

全　国 76.3 全　国 79.6

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 70.5 倉吉市 67.1

鳥取県 71.3 鳥取県 73.6

全　国 72.4 全　国 74.3

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 95.4 倉吉市 96.8

鳥取県 96.4 鳥取県 96.3

全　国 94.7 全　国 95.0

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 87.3 倉吉市 92.2

鳥取県 88.9 鳥取県 92.5

全　国 87.9 全　国 91.1

学校の出来事を家の人と話す

人が困っている時は進んで助ける いじめはどんな理由があってもいけない

○「夕食を家族と一緒に食べる」との回

答は、小中学校ともにほぼ90％前後と

なっている（この４年間はほぼ変動は

ない）。

▼「学校の出来事を家の人と話す」との

回答は、小中学校ともにほぼ65～70％

前後である。全国的には、小学校は70

％以上の回答があり、その点は今後の

検討課題と言える。



Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 88.8 倉吉市 90.6

鳥取県 90.6 鳥取県 93.7

全　国 91.0 全　国 92.0

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 92.9 倉吉市 93.0

鳥取県 90.9 鳥取県 92.1

全　国 91.8 全　国 92.7

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 89.9 倉吉市 92.9

鳥取県 91.9 鳥取県 95.3

全　国 91.9 全　国 93.4

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 90.9 倉吉市 93.6

鳥取県 89.4 鳥取県 92.7

全　国 89.6 全　国 92.1

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 78.3 倉吉市 76.4

鳥取県 76.7 鳥取県 76.2

全　国 78.4 全　国 80.2

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 64.1 倉吉市 67.6

鳥取県 60.9 鳥取県 63.3

全　国 63.3 全　国 64.8

人の気持ちがわかる人間になりたい 人の役に立つ人間になりたい

家で手伝いをしている

○「人の気持ちがわかり、役に立つ人間になりたい」との回答が、小学校６年生（Ｈ19）の

時よりは４～５ポイント増加している。この面での心の育ちが感じられる。

▼「人が困っているときは進んで助ける」の回答が、全国と比較してやや低い傾向がある。

なお、これらの質問に肯定的に回答した児童生徒は、否定的な回答した児童生徒より

平均正答率が概ね10～15ポイント高くなる傾向が見られた。

○「家の手伝いをする」と回答した児童

生徒は、全国と比較するとほぼ同等の

結果である。

今回調査を実施した全ての小学校で70

％以上、全ての中学校で60％以上の児

童生徒が家で手伝いをしていると回答

している。



Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 34.2 倉吉市 28.2

鳥取県 36.9 鳥取県 30.9

全　国 39.9 全　国 32.4

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 38.6 倉吉市 38.8

鳥取県 33.6 鳥取県 35.2

全　国 38.8 全　国 36.3

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 64.4 倉吉市 62.1

鳥取県 59.6 鳥取県 57.5

全　国 53.8 全　国 52.1

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 58.5 倉吉市 70.8

鳥取県 54.6 鳥取県 60.6

全　国 53.5 全　国 58.7

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 90.3 倉吉市 88.4

鳥取県 88.2 鳥取県 86.2

全　国 77.6 全　国 76.2

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 75.7 倉吉市 80.7

鳥取県 68.1 鳥取県 73.8

全　国 44.8 全　国 47.1

テレビは１日に２時間未満 ＴＶゲームは１日に１時間未満

携帯電話は持ってない (ほとんどしない) 携帯電話は家の人との約束を守る

※ 携帯電話所有児童・生徒全体に占める割合を示す。
※ 平成１９年度の調査にはなかった質問項目である。

○携帯電話の所持率は、中学校３年生でも20％未満。全国と比較して所持率は低い。

▼しかし、携帯電話を所持している児童生徒で「家との約束を守らない、約束自体がない」

との回答の割合がやや高いのは気になる。

○「ＴＶゲームの時間は１時間未満」との回答が、中学校３年生比較で、Ｈ19は約60％で

あったものが、Ｈ22には約70％に増加している。

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 倉吉市 76.3

鳥取県 鳥取県 83.6

全　国 全　国 86.0

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 倉吉市 70.6

鳥取県 鳥取県 76.5

全　国 全　国 72.8



Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 15.9 倉吉市 20.9

鳥取県 17.9 鳥取県 19.1

全　国 25.5 全　国 25.7

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 27.9 倉吉市 38.2

鳥取県 26.1 鳥取県 28.9

全　国 35.4 全　国 35.7

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 15.1 倉吉市 23.6

鳥取県 18.0 鳥取県 23.7

全　国 23.0 全　国 23.5

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 40.8 倉吉市 51.2

鳥取県 35.6 鳥取県 40.6

全　国 36.8 全　国 38.2

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 94.9 倉吉市 96.9

鳥取県 96.3 鳥取県 96.8

全　国 94.7 全　国 96.0

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 81.3 倉吉市 82.4

鳥取県 80.6 鳥取県 86.6

全　国 80.2 全　国 84.6

平日の家庭学習は２時間以上 休日の家庭学習は２時間以上

家で学校の宿題をする 家で苦手な教科の勉強をする

※ 平成１９年度の調査にはなかった質問項目である。

○「２時間以上家庭学習をする」との回答が、小学校６年生（Ｈ19）の時は全国と比較して

10ポイント近く少なかったものが、中学校３年生（Ｈ22）では全国平均を上回り、家庭学

習の習慣が定着していると考えられる。

なお、家庭学習の時間は、特に算数・数学の学力調査の結果との間で関連が見られた。

▼「苦手な教科の勉強」については、小・中学校ともに課題があると考えられる。

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 倉吉市 42.0

鳥取県 鳥取県 51.7

全　国 全　国 49.9

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 倉吉市 35.0

鳥取県 鳥取県 38.2

全　国 全　国 43.8



Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 82.0 倉吉市 78.6

鳥取県 77.7 鳥取県 76.1

全　国 62.0 全　国 61.6

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 46.7 倉吉市 52.9

鳥取県 44.3 鳥取県 43.9

全　国 37.5 全　国 34.3

Ｈ１９　小６ Ｈ２２　小６

倉吉市 88.4 倉吉市 92.0

鳥取県 87.2 鳥取県 91.9

全　国 86.2 全　国 89.2

Ｈ１９　中３ Ｈ２２　中３

倉吉市 89.1 倉吉市 89.3

鳥取県 87.7 鳥取県 91.4

全　国 85.7 全　国 90.1

地域の行事に参加する

学校のきまり（規則）を守る

○「地域の行事に参加する」との回答は、

小・中学校ともに、全国、鳥取県より

良い結果となっている（この４年間の

調査で変わらない傾向である）。

Ｈ19と比較して、特に中学校３年生の

参加率の増加が見られる。

○概ね９割以上の児童生徒が、学校のき

まり（規則）を守っていると回答して

いる。

特に中学校では、「規則を守る」と回

答した生徒の正答率が「規則は守らな

い」と回答した生徒より15ポイント以

上高い結果が見られた。


